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原子力システム研究開発事業「マイナーアクチニドの中性子核データ精度向上に係る研究開発」の一環と

して、J-PARC ANNRI において NaI(Tl)検出器を用いた中性子捕獲断面積の測定を行っている。特に高速中

性子領域での測定に力を注いでおり、長寿命核分裂生成物やマイナーアクチニドの測定を行った。 
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1. 緒言 

核廃棄物中の長寿命核分裂生成物及びマイナーアクチニドの高速中性子エネルギー領域の中性子核デー

タは核変換処理システムを設計するにあたって重要である。本研究においては、原子力システム研究開発

事業「マイナーアクチニドの中性子核データ精度向上に係る研究開発」の一環として、高速中性子領域で

の中性子捕獲断面積測定のために J-PARC 物質・生命科学実験施設・中性子核反応測定装置（ANNRI）に

設置された NaI(Tl)検出器の改良を進めてきた。改良は２つの項目からなり、①パルス幅測定に基づく信号

処理の高速化および②中性子遮蔽体の増強がなされた。改良したシステムにより 99Tc 等の測定を行い、高

速中性子領域までを含む中性子捕獲断面積を導出した。 

 

２．実験・結果 

実験は J-PARC ANNRI の飛行距離 27.9 mの位置に測定試料を設置して捕獲ガンマ線の測定を行った。試

料からの捕獲ガンマ線は NaI(Tl)検出器を用いて検出した。標準試料として 197Au、中性子スペクトルの測定

のためにホウ素試料、バックグラウンド決定のためにダミーケースを用いた測定も行った。計測はこれま

でに開発したパルス幅測定に基づき、不感時間補正やパルス幅から波高への変換を行った。得られた中性

子捕獲断面積を過去の実験値及び核データライブラリの評価値と比較した。講演においては結果及びこれ

までの測定値、評価値との比較についての議論を行う。 

 

本報告は、文部科学省の原子力システム研究開発事業による委託業務として、国立研究開発法人日本原

子力研究開発機構が実施した平成 27、28 年度の「マイナーアクチニドの中性子核データ精度向上に係る研

究開発」の成果である。 
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